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　　　　　コロナ禍を乗り越えた先にむけて
　

     　　　　　　　　　　平成医療短期大学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加　藤　清　人　
　　　　　　　　　　　　　　　
　2020年に世界中が新型コロナウイルス感染症に見舞われ、２年が経過しましたが、いま
なお終息には至っておらずwithコロナ時代となりました。この間、感染症対策が強いられ
たことで、人との交流の機会が減少し、わたしたちの生活も一変しました。それまでの
「普段どおりの生活」、「社会的なつながり」など当たり前の生活から今までにはない試
練に直面しています。
　私は、３年課程の養成校にて日々学生教育に従事しています。なかでも臨床実習は、こ
こ数年で大きく変化しました。本来、臨床実習では学生はセラピストが実践している面接
や各種評価、治療場面の観察を通し、現場でリアルな体感ができる機会です。また、養成
校で学んだ知識や技術がどのように活かせるのか、またなにが足りないのかを体験を通し
て自己を見直し、将来の作業療法士像を描く機会にもなります。しかし、感染症予防の観
点から臨床実習を中止せざるを得ない状況もありました。養成校では、臨床実習の代替と
して学内実習が行なわれ、模擬患者を通して評価や治療といった作業療法の思考過程を学
び、ディスカッションや教員によるフィードバックをするなど工夫した教育を展開してお
ります。
　一方で、臨床実習指導者においては、指定規則の改正に伴い指導者の資格要件が追加さ
れ、県士会では臨床実習指導者講習会が開催されています。私も講習会運営に携わってお
りますが、WEB開催により多くの会員の皆様に参加していただけています。この講習会で
は、近年の学生の特徴や作業療法教育のあり方を考える機会になっています。
　作業療法は、クライアントの身体的側面、心理社会的側面から全体像を捉えることが求
められます。私自身、学生時代に仲間と切磋琢磨しながら学業に励み、臨床実習での多く
の経験から作業療法の視点や対人技能を学んだことを思い出します。しかし、2022年度に
最終学年を迎えた学生は、入学時よりコロナ禍の状況でしたので、技術的な体験のみなら
ず、学生との対話の機会も以前より少なくなっています。こうした学生が臨床実習に臨む
ため、以前の学生ようにコミュニケーション力や課題解決力は十分でないかもしれませ
ん。これは、卒前教育だけでなく卒後教育へと引き継がれる課題であります。県士会・会
員の皆様が一同になりこれからの卒前・卒後教育について考え、コロナ禍を乗り越えた先
の未来にむけ、教育体制を整備する必要性を強く感じています。
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岐阜県作業療法士会　活動報告
2022年２月～ 2022年４月

日付／内容（場所）
＊備考（研修会のテーマ・参加者数など）

【記載内容】

３月26日／岐阜県作業療法士会　理事会
(web) 

２月７日／医療職臨床関係者教育連携会議
（平成医療短期大学）

２月22日／卒業者向け新規入会促進事業
３月５日／岐阜県リハビリテーション協議会
　　　　　定例理事会
３月12日／第４回47都道府県委員会

全部局

会長

社会局

広報部（会員向け）
２月28日／広報誌「ごったに」104号　発行

地域リハ推進部
２月13日／認知症アップデート研修会

文責：会長　柴　　貴 志（岐阜県立多治見病院）

　今年で法人に移行して３年が過ぎました。新型コロナウィルス感染症による事業実
施の制約を受けたり、実施形態をそっくり変更したりですが、着実に前進をしており
ます。特に、大きな前進は、地域包括ケアに関わるリハビリ専門職の派遣事業を当協
議会が実施することになったことでしょう。この事業を推進する中で、企業がそうで
あるように先立つ資本は重要であることを痛感しました。手持ち資本があってこそ、
社会貢献事業ができるということです。手持ち資本がなければ、銀行からの融資とい
うことになるのでしょう。今回それぞれの士会にご無理を申しましたが、２度目はな
いので、事業推進のノウハウを創出すること事も課題です。
　新たな４年目に入っていきますが、これからも皆様のご理解とご協力を得ながら県
内のリハビリテーションの推進に努めて参ります。よろしくお願いします。

一社）岐阜県リハビリテーション協議会だより（第12回）
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地域作業療法のススメ　①地域作業療法のススメ　①地域作業療法のススメ　② 問合せ先：地域リハ推進部（藤井稚也）
waka-fuji@gifuhoken.ac.jp

連 載

Q１．地域支援事業において、作業療法士はどのように活躍していますか？
A１．岐阜県下の活動例を一部紹介します。関心のある方は藤井まで連絡をいただけると
　　　幸いです。
　１．介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）
　　⑴ 介護予防・生活支援サービス
　　　・通所型A　地域交流施設 清流ぷらす（瑞穂市）
　　　・通所型C　ソリューションフィットネス&リハビリテーション G☆star 徹明（岐阜市）
　　⑵ 一般介護予防事業
　　　・健康増進活動　ヘルシー講座・ヘルシーファミリー（大垣市・奈良県橿原市：終了）
　　　・認知症予防　脳の健康教室（瑞穂市）　・高齢者サロン（岐阜市）

２．包括的支援事業
　⑴ 地域ケア会議（OT派遣事業：助言者として出席）：大垣市、瑞穂市、羽島市、山県市、
      　　　岐南町
　⑵ 在宅医療・介護連携推進事業（OT派遣事業）：訪問リハビリテーション支援
　⑶ 認知症総合支援事業：認知症カフェ（ヘルスサイエンス研究会）
３．その他：各務原市フレイル予防推進委員会（OT派遣事業）

作業療法士は、対象となる人々の心
身と社会的健康、および幸福を直接
的・間接的に支援できる職種です。

フレイルサポーター養成研修・講師

・地域診断
・住民の意思に基づく社会参加
・多職種連携
・アフォーダンスの視点
・場所と物理的空間づくり

 運動教室  体力測定  通いの場  買い物リハビリ

 料理教室  認知症サポーター研修・講師
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私の職場の強み 第23回

大垣中央病院
医療法人社団　豊正会

診療科目：内科・消化器内科・消化器外科・循環器内科・外科・整形外科・泌尿器科・
　　　　　リハビリテーション科・糖尿病内科・腎臓内科・リウマチ科
病　　床：60床（内地域包括ケア病床 32床）

心と心が通じ合う､ふれあいの医療｡
大垣中央病院は､つねに医療の原点に立ち､

かけがえのないいのちを守り､愛し､育んでいきたいと考え従事しています｡

　当院リハビリテーション科は【外来リハビリ】【入院リハビリ】【訪問リハビリ】【通
所リハビリ】の医療及び介護リハビリを行っています。作業療法士は外来・入院・訪
問リハビリに携わり、病院から在宅まで幅広く関わる機会を得ています。そのため、
在宅リハビリの経験が多く得られ、入院中から在宅復帰に向けたプログラムを積極的
に行っています。4月よりOTの新入職員を迎え、良い刺激をもらい、リハビリテーショ
ン科全体が活気づいています。

　現在はコロナのため行えていませんが、３か
月に１回の頻度で地域市民向けの公開講座を
行っていました。
　左の写真は作業療法士のグループで行った認
知症についての講座で、多くの方に参加いただ
いています。
　地域に密着した活動も積極的に行っています。

　当院は整形疾患の患者様が多いですが、認知症
などを既往に持たれて入院される方も多いです。
作業療法ではそのような方と一緒に作品作りを行
い、機能面だけでなく精神面のリハビリも行って
います。右の写真は複数人で作った貼り絵です。

リハビリテーション科のご紹介

写真でご紹介
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第25回

突撃となりの作業療法士
朝日大学病院
建石光貴先生　からのご紹介

　私はデイや訪問での勤務を経験し、在
宅や施設で暮らす方々を対象に関わって
きました。デイや訪問を利用される方は、
介護保険や医療保険といった公的な制度
を活用して利用することになるため、利
用には制限があり、入院時と比べると専
門職との関わりは、時間的にも人員的に
も少ないのが現状です。
　限られた時間、限られた資源の中で、
効果的なリハを行うためには、対象者の主体性を導き出すようなプログラムの展開が必
要です。対象者にとって意味のある作業を見出し、意志を働かせ作業参加を促すことは、
対象者の主体性を支援する実践に繋がると考えます。意志は変化のための出発点と言わ
れており、作業療法を行う上で重要な部分だと感じています。意味のある作業を見出す
ためにはまず、対象者や家族の想いを傾聴すること、価値観を理解することが大切です。
作業療法士として対象者の生活を良くしていけるよう、これからも色んなことを学んで
いきたいです。

　株式会社ＡＬＴＨＥＡ
三　井　里　菜
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略歴：
　平成 30年　平成医療短期大学
　　　　　　　　　作業療法専攻　卒業
　平成 30年　株式会社ALTHEA　入職

三和　春菜様（近石病院）
村井　　舜様（山田病院）

岐阜県作業療法士会
新規会員者
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　健康科学（ヘルスサイエンス）研究会は岐阜県を中心に活動する作業療法士の
集まりです。様々な活動を通して地域貢献をしていくことを目指しています。
　その活動の一環として、2016 年９月、認知症カフェ（通称：ジョイントカフェ）
を開設しました。コンセプトは「JOINT ～人と人、人と地域、人と作業をつなぐ」
とし、認知症当事者と家族で「やりたいこと」「出来ること」を発見する・実現
することを目的としています。最近は若年性認知症の当事者とそのご家族、その
他認知症に関心がある方を中心に、参加していただいています。
　認知症の有無に関わらず、地域住民・専門職に関わらず、だれもが気楽で居心
地の良い時間や空間を。もし良かったら、一緒に活動しませんか？ご興味ある方
は、是非いらしてください。

　　【問い合わせ先】　kenkoukagaku0921@yahoo.co.jp
　　【ホームページ】　http://healthscience.sakura.ne.jp/wp/

健康科学（ヘルスサイエンス）研究会
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2022 年４月
岐阜県全会員数 627 名（休会者を含む）
県士会所属施設 172 施設

印刷（有）いすくら
〒501-2514 岐阜市三輪宮前 164-1

TEL.058-229-6091 FAX.058-229-6093
isukra@muse.ocn.ne.jp

岐阜県作業療法士会ニュース
「ごったに」編集

　岐阜県作業療法士会（広報部・会員向け）

山 田 病 院
　〒501-0104　岐阜市寺田7丁目110番地
　　　　　　　　TEL. 058-254-1411
　　　　　　　　FAX. 058-254-1413
山内ホスピタル
　〒500-8381　岐阜市市橋３丁目７番22号
　　　　　　　　TEL. 058-276-2131
　　　　　　　　FAX. 058-276-1501

広報部（会員向け）広報部（会員向け）

機関誌編集部機関誌編集部機関誌編集部

機関誌「岐阜作業療法」論文投稿のお願い

　日頃より機関誌編集部の活動にご協力頂き
まして、厚く御礼申し上げます。
　この度、機関誌「岐阜作業療法」発刊に向
けて準備を進めておりますが、現在、論文の
投稿が少ない状況です。
　岐阜県作業療法学会だけでなく、日本作業
療法学会等、他学会で発表された方も、論文
として岐阜作業療法に投稿してみてはいかが
でしょうか？
　「論文を書くのは難しそうだ」と思ってい
る方も多いと思います。査読等の手続きを通
して、掲載までサポートしますのでご検討頂
けると幸いです。よろしくお願い致します。

　　　　　機関誌編集部　宇佐美　知子
E-mail : usami-dort@toyota.ac.jp
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